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（特非）　有害化学物質削減ネットワーク

瀬戸内海を美しくするためにはじめる身近
な川ごみ調査

2020年目標以降の化学物質管理に関する取
組みの推進に関する情報発信、普及啓発活動
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活動内容と成果
● 川ごみ調査（5水系）によりごみの分布状況を把握し、
その状況を可視化した川ごみマップ（Web版・紙版）
を作成した
● 調査で分かったごみ多量漂着場所でごみ回収を行っ
た（参加者数25人、回収量107kg）
● 川ごみマップを用いて、海ごみ削減の環境学習説明
を行った（紙版マップを600枚配布）
● 調査の報告会を地域コミュニティ・行政と実施し、ご
み漂着やポイ捨てが多い場所等の情報共有や海ごみ
削減方法について意見交換を行った。調査方法や海
ごみ削減の講座実施について相談があり、今後の展
開が考えられる

活動内容と成果
化学物質管理に関する2020年目標の目標年度を迎
え、国際会議への参加準備を進めた。香害や海洋プ
ラスチックごみなど新たな課題に関し、問題解決に
向けた市民への情報提供や理解力向上に取り組むた
めに、地域セミナーを2回、公開講座を4回開催した。
また、化管法見直し作業に関しては、PRTR制度の届
出対象物質の見直しに関して、多数のパブリックコ
メント（化管法施行令改正案に関するパブコメでは
約3,000件意見が提出された）が提出されたが、元と
なる情報提供を行った。

課　題
世界的課題の海ごみ問題。瀬戸内海は、海ごみの66%が
陸域から発生し川を通じて海へ流入している。この流
入過程の状況を知り、ごみの回収及び発生抑制を行う
必要がある。

目　標
川ごみの調査及びマップ作成による、海域へ流出するごみ
の発生源把握とごみの多量漂着場所で効率的なごみ回収
の実施。川ごみマップを用いて、ごみ発生抑制の啓発活動。

課　題
化学物質管理に関する2020年目標の目標年度以降も引
き続き、香害や海洋プラスチックごみなど新たな課題
へ、問題解決に向けた市民への情報提供や理解力向上
に取り組む。

目　標
化学物質管理への市民の理解力が増し、化学物質管理
政策への市民参加が進む。市民と共同して、行政、事業
者による化学物質管理への取組みが進んでいる。
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■苦労した点
新型コロナウイルス禍・緊急事態宣
言により活動のスタートが遅れたこ
とや人が集まっての催しや会の開催
及び調整が難しかった。

■工夫した点
川ごみマップを利用して海ごみ問題
の説明することにより、人の生活と
海がつながっていると感じてもらえ
るきっかけとなっている。

■苦労した点
新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、東京の事務所での会議など
密を避けて活動しなければいけない
点。

■工夫した点
新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止の観点から、運営委員会及び公
開講座や地域セミナーなどの学習会
はオンラインで実施した。

調査で分かったごみの多量漂着場所で効率的なごみ拾いや川ごみマップを教材と
してごみ発生抑制の活動を定期的に実施する。また、地域コミュニティや行政と連
携してごみ回収と発生抑制の双方から対策を進める。

2020年目標を総括する国際会議が延期されているが、日本の化学物質管理の現状
を取りまとめ、情報発信していく。特に現在見直し中の化管法対象物質の見直し作
業に関して、市民への情報提供に積極的に取り組む。
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川ごみ調査の様子と川ごみマップ川ごみ調査の様子と川ごみマップ

地域セミナーの準備（あいコープみやぎ）地域セミナーの準備（あいコープみやぎ）

ごみ多量漂着場所でクリーンアップごみ多量漂着場所でクリーンアップ

オンライン公開講座の様子オンライン公開講座の様子

川ごみ分布状況の
可視化河川数 5 水系
川ごみ調査結果の
報告会参加者数 34 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 90 ％

公開講座の開催 4 回

地域セミナーの開催 2 回

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 30 ％
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